



（渓水社、2013 年 12 月）
古　結　諒　子・望　月　直　人・荻　　　恵里子
　本書は、著者が 2007 年に早稲田大学大学院政治学研究科に提出した博士論文に修正を






































































































































































































 　まず 30 頁「無外交之義」の「外交」という漢語、このままでは diplomacy の意にとられかねな
いので、説明を加える必要がある。
 　34 頁「賚咨官」は「賫咨官」の誤りであろう。
 　70 頁の「別幅」に関する文書について、東莱府は「格外」のため「差し戻すべき」という見解
であり、また「格外」とした内容は「明確ではない」としている。しかし引用史料によれば、表面
的には、「差し戻すべき」としながら、実際には、この「書契」をいかに扱うか、東莱府では結論
できず（せず）、両論併記のニュアンスを持たせ、朝廷の判断を仰ぐ意図があったと考えられる。
よって、東莱府は「差し戻すべき」という固まった意見を有していたわけでもないだろう。
 　215 頁「禍不旋踵」は成句。和訳に誤りがあるのみならず、引用の原文にも誤脱の可能性がある。
